
第１章 容器包装材料における 
     市場・技術動向、規制対応 
 
第1節 プラスチック包装材料の技術動向と 
           SDGｓ対応に向けた現状、課題 
1.プラスチック包装材料とSDGs対応 
2.再生再利用技術 
3.再生再利用の事例 
4.紙素材の総合的な対応 
5.再生再利用の課題 
6.プラスチック包装材料の最近の技術 
 
第2節 プラスチックを中心とした資源循環戦略と 
                     その動向 
1.プラスチック資源循環問題を 
          クローズアップさせた3つの課題 
2.プラスチック資源循環に関する国内的対応 
3.国際的な動向 
4.国内的な対応 
5.容リ法政策とプラスチック問題 
 
第3節 国外における容器包装材料の 
    安全性などに関する規制動向 
1.国外におけるプラスチック食品容器包装材料の規制動向 
2.プラスチック食品容器包装における各国の主な規制動向 
 
第4節 食品向け容器包装に関わる国内法規制の最新動向 

1.食品包装材料の種類と使用割合 
2.日本の法規制の現状 
3.PL制度化と現時点での課題 
4．現時点での制度面の課題 
5. 食品用包装・容器の 
   再生プラスチックに関する指針と工業化状況 
 
第5節 化粧品・日用品における包装材料の 
      規制動向と要求特性 
 
第6節 医療安全の観点からみた医薬品表示や 
       容器包装への要求 
1.患者・介護者にとっての医薬品表示や容器包装 
2.医療従事者にとっての医薬品表示や容器包装 
3.環境への配慮 
 
第２章 リサイクル技術による資源循環と 
     容器包装材料への応用 
 
第1節 化学原料化ケミカルリサイクルのための 
     高性能分解触媒の開発 
1.ポリオレフィンの分解における触媒の作用 
2.ポリオレフィンの分解生成物 
  
第2節 錯体触媒を用いたケミカルリサイクル技術と 
    汎用プラスチック再利用への応用 
第3節 ケミカルリサイクルを活用した包材の開発と採用例 

1.EU Strategy for in a Circular Economy 
2.PETリサイクル手法とPost-Consumer Recycleの確保 
3.PET ケミカルリサイクルの必要性 
4.ケミカルリサイクルを活用した包材の開発と採用例 
 
第4節 廃棄プラスチックの物性低下メカニズムと 
    高度再生マテリアルリサイクル 
1.物理劣化・物理再生理論 
2.高度再生マテリアルリサイクルプロセス 
 
第5節 容器包装材料と回収樹脂からの 
      マテリアルリサイクル技術 
 
第6節 包装用二軸延伸PBTフィルムの開発と 
      プラスチックの減容化 
1.OPBTの製造方法とフィルム特性 
2.パッケージにおける様々な環境負荷低減のご提案 
3.主な採用例 
 
第7節 プラスチックのサーキュラーエコノミーの 
   実現に向けたダウのサステナブル戦略 
1.リサイクル性を改善したパッケージの設計について 
2.マテリアルリサイクルとアプリケーション開発について 
3.アドバンスドリサイクルについて 
4.再生可能原料について 
5.炭素排出量削減 
 
 

 

★ 従来材料と同等のガスバリア性、ヒートシール性、物性強度を実現するには？ 
★ 海洋生分解性プラスチックの開発！ 『使用中の物性』と『使用後の生分解』の両立！ 

書籍No.2182 「容器包装材料」  試読およびお申し込みはこちらから （https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2182.htm） 
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・生分解／海洋分解性プラスチックの開発 

 →スイッチ機能、分解促進剤による分解制御 

・バイオマスプラスチックの採用 

 →耐熱性、耐水性、成形性、臭いなどの対策 

・紙製材料への期待 

 →バリア性、ヒートシール性などの機能発現 
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1.一般的なPHAの種類とその生合成経路 
2.PHA重合酵素の分類と構造 
3.新規モノマーを持つPHA 
4.PHA分解酵素の構造 
5.容器包装製品への応用例 
 
第8節 半合成多糖セロウロン酸の海洋生分解性と 
        その応用展望 
1.セロウロン酸の生分解性 
2.セロウロン酸の未利用素材としての魅力 
3.TEMPO酸化セルロースナノファイバー 
4.TEMPO酸化CNFの海洋生分解性 
 
第9節 デンプンとセルロースの複合化による 
     海洋生分解性プラスチックの開発 
1.木質素材を利用した高分子材料開発 
2.デンプン含有生分解性プラスチック 
3.熱可塑性デンプン/プラスチックブレンド 
 
第10節 生分解性プラスチックの高次構造制御と 
      容器包装材料への応用 
1.生分解性プラスチックの高次構造制御 
2.非晶性生分解性プラスチックの作製 
3.生分解性プラスチックの熱誘起結晶化と結晶構造解析 
4.生分解性プラスチックの溶媒誘起結晶化と 
      有機溶媒との相互作用 
5.生分解性プラスチックの光誘起結晶化と 
       光学特性による構造解析 
6.生分解性プラスチックの結晶核剤誘起結晶化と 
     作製プロセスによる構造変化 
7.容器包装材料として考えた際の 
   生分解性プラスチックのガスバリア性 
 
第11節 配列が制御された 
     生分解性コポリマーの設計と合成 
1.ポリ乳酸をハードセグメントとする 
  生分解性熱可塑性エラストマーの設計と合成 
2.生分解性を有する配列制御コポリエステルおよび 
       ポリエステルアミド 
 
第12節 有機系廃水を用いた生分解性プラスチックの 
     持続可能な生産法の開発 
 
第13節 PGA樹脂の開発とその応用展開 
 
第14節 生分解性促進添加剤の開発と 
     容器包装材料への適用 
1.微生物によるプラスチックの分解 
2.生分解促進ペレット「プラバイオ」 
3.他の環境配慮技術との比較 
4.「プラバイオ」の使用例および効果 
 
第15節 ナノファイバーの作製と 
      生分解性包装材料への応用 
1.容器包装材料としての生分解性プラスチック 
2.生分解性タンパク質ナノファイバーと 
  ポリエステルフィルムの多層フィルムの作製 
 
第16節 紙パウダーを用いた生分解性複合材料の開発と 
      食品容器への応用 
1.MAPKAのコア技術である紙の 
   微細なパウダー化技術と合成樹脂との混練技術 
2.紙パウダーとはどのようなものなのか 
3.MAPKAの環境性能 
4.生分解MAPKAへの挑戦 
5.（地独）東京都産業技術研究センターとの共同研究 
6.現状の生分解MAPKAの特性 
7.生分解MAPKAの事業化手法 
 
第17節 ダイレクトブロー成形による 
    生分解性プラスチックボトルの開発 
1.ボトルに求められる性能 
2.水蒸気バリア性 
3.分解速度 
4.ボトルの構造 
 
第18節 深海微生物によるプラスチックの 
      海洋分解性とその評価 
 
第19節 プラスチックの生分解性試験法 
 
第20節 生分解性素材のライフサイクル分析 
1.ライフサイクル分析を解釈する際の留意点 
2.ライフサイクル分析事例 
 
第５章 バイオマス系包装材料の合成・開発と 
      物性改善、その採用事例 
 
第1節 バイオプラスチックの合成と物性改善 
 
第2節 資源米由来のバイオマスプラスチックの開発と 
容器包装への展開 お米を使った「ライスレジン」の開発 
1.バイオマス原料としてのコメの優位性 
2.混練複合化技術 
3.バイオマス（＝コメ）の特徴 
4.混練装置 
5.物性および製品例 
 
第3節 環境対応包材用フィルムの開発 
1.フードロス削減のためのバリアフィルム 
2.レトルト食品包材用ＣＰＰフィルムの 
      高性能化による減容化 
3.ＰＰモノマテリアル用の蒸着ＣＰＰフィルム 
4.バイオマスプラスチック使用ＺＫ５００Ｇ 

第8節 衣料用洗剤「トップ スーパーNANOX」の 
 開発－100%リサイクルPETを使用した環境容器－ 
1.プラスチックを取り巻く社会動向 
2.ＮＡＮＯＸ容器の開発 
3.ボトル設計 
4.ノズルキャップ設計 
 
第9節 PETボトル to PETボトル 水平循環を目指した 
       取り組み 
1.サントリーのPETボトル戦略 
2.PETボトルのメカニカルリサイクル 
3.F to Pダイレクトリサイクル 
 
第３章 モノマテリアル包装材料の開発と 
       その採用事例 
 
第1節 国内外における軟包装材料の 
      モノマテリアル化動向 
1.欧州委員会の「プラスチック戦略」 
2.日本のプラスチック戦略 
3.プラスチック製廃棄物のリサイクルの方法 
4.欧州の動向 
5. 欧州のコンバーター、素材メーカーの動向 
6.国内コンバーター、素材メーカーの動向 
7.モノマテリル軟包装のリサイクル 
 
第2節 モノマテリアル化に必要となる 
      樹脂の高性能化と特性予測 
1.モノマテリアル化の流れと課題 
2.高剛性化 
3.ガスバリア性 
4.ヒートシール性 
 
第3節 OPPバリアフィルムを用いた 
      モノマテリアル包材の設計 
1.モノマテリアル包装材料の動向 
2.モノマテリアル包装材料用のバリアOPP 
3.具体的な用途など 
 
第4節 バイオマス系包装材料を用いた 
   青果物包装用フィルムの開発とフードロス低減 
1.モノマテリアル構成 
2.バイオマスインキの使用 
3.紙素材の利用 
4.バイオマスプラスチックの使用 
 
第5節 モノマテリアル包材に適した 
     ラミネート接着剤の開発 
1.包装材と接着剤のバリア性 
2.包材の加工と接着剤のバリア性への影響 
 
第6節 ガスバリア性接着剤の開発と 
      モノマテリアル包材の実現 
1.ガスバリア性接着剤「マクシーブ®」ついて 
2.マクシーブ®適用によるモノマテリアル包材の 
      ハイバリア化検討 
 
第7節 プラスチックごみ問題へ向けた 
   食品メーカーの対応～モノマテリアル化など～ 
1.プラスチックごみを削減するために必要な包装設計 
2.包装材料が環境に与える影響  
3.環境負荷を低減する包装設計 
 
第４章 海洋分解性／生分解性プラスチックの 
       設計と開発、分解性制御、容器包装への応用 
 
第1節 海洋生分解性プラスチックに関する国内外の動向 
 
第2節 バイオマス由来の生分解性ポリマーの開発と 
       土中、海水中、嫌気環境などでの生分解性 
1.微生物産生型生分解性ポリマー 
2.Green Planet®の生分解 
3.Green Planet®の用途 
 
第3節 植物由来ヘミセルロースを使用した 
 海洋分解性バイオプラスチック開発と容器包装への応用 
1.植物由来ヘミセルロース活用生分解性樹脂 
       「ＨＥＭＩＸ」開発 
2.生分解性データ 
3.海洋生分解性バイオプラスチックとしての 
      容器包装への応用 
 
第4節 海洋生分解性プラスチックの研究開発 
1.生分解性プラスチックの環境中での生分解性発現のしくみ 
2.生分解性プラスチックの一次構造と生分解性 
3.潜在的生分解性プラスチックとスイッチ機能 
4.プラスティスフィアを利用した海洋での 
    生分解性プラスチック分解速度制御 
 
第5節 海洋分解性繊維の開発と生分解開始機能の付与 
1.微生物産生ポリエステルの繊維化 
2.PHAと多糖エステルの多層フィルム化による 
       生分解開始機能 
3.酵素内包生分解性プラスチックの開発 
 
第6節 ブルーカーボンである海藻を原料とした 
        ポリヒドロキシアルカン酸の微生物合成 
1. 微生物による物質生産の原料としての海藻の有効性 
2.微生物が生合成するバイオプラスチックPHA 
3.これまでのPHAの微生物合成研究における原料 
4.海藻を原料としたPHAの微生物合成 
 
第7節 微生物ポリエステルの合成と 
     生分解プラスチックへの応用 

 
第4節 環境配慮型二軸延伸ポリプロピレンフィルム 
     および無延伸ポリオレフィンフィルムについて 
1.包装資材を取り巻く環境 
2.当社におけるバイオマスプラスチックの活用による環境
配慮型製品の展開について 
 
第5節 植物油、脂肪酸、グリセリンを炭素源とした 
    バイオポリエステルの微生物生合成 
1.微生物R. eutrophaによるscl-P3HAの生合成 
2.微生物P. pitidaによるmcl-P3HAの生合成 
 
第6節 バイオマス度１００％の 
    ポリエステル系改質剤の開発とその応用 
1.可塑剤とは 
2.GLOBINEX W-1810-BIOの特長 
3.バイオベース可塑剤の応用例 
4.生分解性プラスチック用改質剤 
 
第7節 廃棄バイオマスを活用した生分解性バイオプラス
チックの創成と自然環境での分解による微生物生態系への
影響 
1.環境問題を解決する廃棄バイオマス 
2.投棄プラスチック問題 
3.生分解性バイオプラスチック 
4.生分解性バイオプラスチックの環境分解 
 
第8節 バイオマス原料を用いたPTPシートの実用化 
1.医薬品包装について 
2.バイオプラスチックを用いた医薬品PTPシートの実用化 
 
第9節 バイオマス材料を用いた 
    環境配慮型パッケージの開発 
1.バイオマス材料を用いた環境配慮型パッケージの開発 
2.バイオマスPEブレンドマーガリン容器の開発 
 
第10節 環境負荷低減を目指したバイオマス材料の採用 
 
第11節 セルロースナノファイバーの特性と 
      包装材料などへの応用 
1.セルロースナノファイバー（CNF） 
2.CNFのガスバリア性 
3.無機化合物との複合化による耐湿性向上 
4.CNFの包装材への応用 
 
第12節 セルロース系高機能バイオ素材の開発とその応用 
 
第13節 CNFの安全性評価手法の開発と評価事例 
   ～吸入毒性、遺伝毒性、生分解性～ 
 
第14節 近赤外分光法による 
   CNF含有容器包装プラスチック材料の選別 
 
第６章 紙製容器包装の実用化と 
    バリア性、ヒートシール性などの機能発現 
 
第1節 環境対応包装材としての紙の特徴とその可能性 
1.パッケージを取り巻く課題 
2.環境面における紙素材の特徴 
3.包装材料としての紙素材の特徴とその可能性 
4.紙容器のリサイクルの取り組み 
  
第2節 水性エマルションによる紙へのコーティングと 
       バリア性およびヒートシール性の発現について 
1.ポリエチレンラミネート紙について 
2.水性エマルションによる紙へのコーティングについて 
3.水性エマルションによる水蒸気バリア性の発現について 
4.水性エマルションによるヒートシール性の発現について 
 
第3節 水溶性・生分解性ガスバリア樹脂の 
   紙コーティング材特性と容器包装への応用 
1.PVAの基礎物性 
2.疎水基変性PVA「エクセバール®」 
 
第4節 紙パッケージにおける環境配慮型インキ、 
    各種コート剤の展開と機能発現 
1.植物由来材料を使用した 
    環境配慮型インキ（ボタニカルインキ） 
2.紙にヒートシール性や 
     耐水、耐油性を付与する水性コート剤 
3.抗菌、抗ウイルスニス 
 
第5節 包装向け紙素材のガスバリア性能向上 
1.包装向け紙素材のガスバリア性能向上 
2.バリア性能向上へのアプローチ 
 
第6節 紙基材に対応したバイオマス粘着剤の開発 
1.バイオマスについて 
2.バイオマス粘着剤開発 
3.紙基材とバイオマス粘着剤 
 
第7節 “Sony’s Original Blended Material”  WF-
1000XM4 Package 
1.開発の目的とコンセプト 
2.調査と原材料特定 
3.具現化/One Material完結 
 
第8節 次世代サステナブルマルチパック「エコパック」
の開発 


